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 ８月２２日（水），２学期始業式が体育館で行われ

ました。全員元気に登校した生徒に，今野校長先生は， 

「暑い夏休みでしたが，毎日その日の行動を振り返り

ながら生活できていたでしょうか。２学期も，自分の

目標に向かって頑張ってください。」と挨拶しました。 

   

始業式の後，陸上競技部の全国大会報告会が行われ

ました。出場した選手の多くが自己ベストを出すなど，

大いに頑張りました。 

＜全国定通陸上競技大会成績＞ 

 400m   伊藤 駿（準決勝進出）57秒 12 

小関詩音（予選敗退） 60秒 15 

800m   伊藤 駿（準決勝進出）2分 17秒 28  

1500m  庄子敦博（予選敗退） 4分 36秒 87 

佐野大和（予選敗退） 4分 59秒 71 

5000m  庄子敦博（決勝進出） 17分 46秒 08 

佐野大和（予選敗退） 19分 26秒 85 

三段跳 菅原 樹（予選敗退）  9m 85 

円盤投 時田 健（予選敗退） 22m 75 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月５日（水），体育館で校内生活体験発表大会が

行われました。各クラスから選出された代表９名が，

自分の生活体験や学校生活で感じたこと，これからの

目標などについてそれぞれ立派に発表しました。審査

の結果，上位入賞者３名が決まり，そのうち宮園颯人

君（電子機械科１年）が１０月に白石市で開催される

県大会に出場することになりました。 

  

＜入賞者＞ 

第１位 鈴木 範利（電気科特編３年） 

第２位 石垣 和泉（電 気 科４年） 

第３位 宮園 颯人（電子機械科１年） 

 

 

 

 

 ９月３日（月）～７日（金）の５日間，平成３０年

度登校時一声運動を実施しました。午後４時４５分か

ら約３０分間，保護者と教員が生徒昇降口前に立ち，

「おばんです」と声をかけながら生徒の登校を暖かく

見守りました。 

    

 

校内生活体験発表大会 


